
２０１１年８月２１日 主日礼拝    

 

司  会        ①秋葉兄    ②当麻哲兄   ③小嶋兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①川村師                          ②綴木兄  

 

賛  美     聖歌４３０番  （こころ静かに） 

                   

                       十  戒 

聖  書                                                                                                                                                       ①                                          マタイによる福音書１８章１５～２２節                                                                                      

                                                                                                                                                                   ②③ ローマ人への手紙１２章９～１８節 
 

 

音  楽                                                     ①          ユン・ボクヒ女史（V） 

       ②③      Ｗｉｎｇｓ 

証   詞   ①石橋雄介兄(大学生) 」 
 

 

メッセージ      ①               「４９０度の回復」                            菅原岳伝道師  

                                                                                      ②③ 「愛にいきることの喜びと祝福」 大川従道牧師                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 

賛  美   聖歌４４２番 （献金） 

主の祈り 

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 暑中御見舞申し上げます。熱中症にならないようにご注意下さい。  

・ 本日、入門講座Ⅲ、手話、ＳＳ教師会、送迎駐車場奉仕会、J.Pluｓ等あり。 

(柴田師が鴨居に行かれるので、どうしても駐車場奉仕者が必要です！Ｈｅｌｐ！) 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝、説教は坪井副牧師。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は森屋伝道師。 

・ 週末礼拝は､土曜夜６時～７時。説教は久保田補教師。 

・ 早天祈祷会が祝されています。火～金、毎朝６時～６時４５分、泉チャペル。 

* 「クリスチャンキッズの会」は、土曜朝９時半。森チャペルにて。楽しいですよ！ 

* ご婚約おめでとうございます。久保田満様と長岡愛様。第３礼拝後、泉チャペル。 
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石の枕  
 

 これは、朝日新聞「声」の欄に載ったＩＣＡの菅野勝治郎先生の文章です。 
 私が代表を務めるボランティア活動「手を貸す運動」は西アフリカ・シエラ 
レオネで生徒約２６００人の学校に給食援助などを行っています。先日、 
同校で働く日本人シスターが一時帰国され、生徒たちが集めた総額５００ 
ドル(約４万円)の東日本大震災義援金を届けて下さいました。 
 一日一食も満足に食べることができないシエラレオネ。学校給食が 
一番の頼りという家庭の子どもが多い中での寄金です。自分たちの食料でも 
ある野菜やマンゴーを売って得たお金を持ち寄ってくれたそうです。 
また、同校は私たちが贈る予定だった給食・教育支援金一ヵ月分計２００万 
円も辞退されました。 
 「自分たちの給食をイモや雑穀にすれば何とかなる。こちらの子に 
ひもじい思いはさせないから支援金を全額、東日本の義援金にして下さい」 
というのです。彼らには貴重な資金のはず。私たちはそれを同校の名で 
義援金にしました。 
 世界の最貧国の一つの国の子どもたちから寄せられた心からの義援金が、 
被災地の皆さんを元気づけてくれることを願って、報告させていただきます。 

 
 「何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことで 
あるかを、わきまえ知るべきである」(ローマ１２の２)とありますが、このような 
ことを通しても、現代の日本人が学ばなければいけないことに気づかされます。 
 青年会の小倉香織さんが、フィリピンのカオハガン島にもどりました。 
島にカフェを建設して癒しの空間をつくること、美術の授業を継続的に続け 
ること、アートの島にしていくことが、今回の目的です。 
 日本に戻って感じたことは、物に溢れ、消費させようと購買意欲を 
あおる社会で、大切なものを見落としているように思えました。豊かな 
自然を壊さず、守り、必要最低限の与えられたものを感謝して生きる 
生活がカオハガンにはあります。(牧師評：あの日曜学校のかおりちゃんが、 
立派にものを考え、自分の賜物を生かし、神から与えられたビジョンを 
コツコツ実践していることに驚き、またうれしくもあります。若者よ！語学を 
身につけ海外生活で大切なことを学んできなさい！！)＊ロバは旅をしても、 
ロバのまま、という厳しい格言があるが、外に出れば足腰が強くなり、 
忍耐深い人格者になれます。「ローマ(老婆)は一日にしてならず」。 
コツコツ聖書を読み、祈ること。私たちは、神の言に熱中ショウ！ 
 
 

 宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：Ⅰコリント３章〜８章  B コース：詩篇１１９篇～１３５篇 


